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は じ め に
降 っ た 雨 が 山 地 ・ 森 林 地 帯 か ら 河 川 を っ く り 、 平 野 部 を 経 て 河 口 ・ 内 湾 に 流 れ 込 む ま で
の、 地 形 的 に も 水 や 物 質 が 循 環 す る 上 で 、 も ま と ま り の あ る 空 間 単 位 を 流 域 と い い ま す 。
古 来 、 人 間 は 地 球 上 の 気 候 や 風 土 が 異 な る さ ま ざ ま な 流 域 に お い て 、 特 徴 あ る 生 産 活 動
を お こ な い 、 多 様 な 生 活 を 営 ん で 、 き ま し た 。 し か し 、 各 流 域 で の 人 間 活 動 は 、 そ の 流 域 に
固 有 の 環 境 問 題 を 引 き 起 こ す と と も に 、 現 代 に お い て は 、 気 象 や 海 洋 な ど の 物 理 的 過 程 と
発 達 し た 市 場 経 済 に よ っ て 、 地 球 環 境 問 題 と い う 大 き な 空 間 ス ケ ー ノ レ で 、 の 現 象 を 生 み 出 し
て い ま す 。
琵 琶 湖 は 日 本 最 大 の 湖 で あ り 、 ま た 世 界 有 数 の 古 代 湖 で あ る と と も に 、 近 畿 圏 1，4 0 0 万
人 の 人 々 に 飲 料 水 を 供 給 し て い ま す が 、 富 栄 養 化 、 湖 岸 の 開 発 、 ブ ラ ッ ク パ ス に 代 表 さ れ
る 外 来 種 の 移 入 な ど 、 人 間 活 動 に よ っ て 大 き な 影 響 を 受 け て き た 生 態 系 で も あ り ま す 。
こ の よ う な こ と か ら 地 球 環 境 問 題 に と り く む 上 で 、 ま ず 流 域 と い う 空 間 ス ケ ー ル で 、 各 地
の 流 域 が 抱 え る 固 有 の 環 境 問 題 を し っ か り と 解 明 す る こ と が 大 切 な 作 業 で あ る と 考 え 、 私
た ち は 近 畿 圏 を 代 表 す る 琵 琶 湖 ー淀 川 水 系 を 対 象 に 、 流 域 管 理 、 つ ま り 流 域 と い う 空 間 ス ケ
ー ノ レ で 、 環 境 の 管 理 を お こ な う 上 で 必 要 と な る 、 環 境 診 断 と 合 意 形 成 の 方 法 論 の 開 発 に 関 す
る 研 究 を 開 始 し ま し た 。
本 プ ロ ジ ェ ク ト は 2 0 0 2 年 ( 平 成 1 4 年 ) か ら 開 始 さ れ 、 3 年 目 に 当 た る 本 年 は 琵 琶 湖
淀 川 一 大 阪 湾 に 至 る 一 体 の 水 系 と し て の 水 質 状 況 を 把 握 す る こ と を 目 的 に 本 レ ポ ー ト を と
り ま と め ま し た 。 1 章 で は 、 瀬 戸 内 海 ス ケ ー ル か ら 見 た 大 阪 湾 の 位 置 付 け に つ い て 整 理 し 、
2 章 で は 、 大 阪 湾 の 水 質 の 変 遷 と 現 状 、 3 章 で は 、 大 阪 湾 へ 陸 域 か ら 流 入 す る 汚 濁 負 荷 量
と こ の う ち 琵 琶 湖 ・ 淀 川 流 域 の 占 め る 割 合 、 4 章 で は 、 水 質 の 保 全 に 寄 与 し て い る 下 水 道
終 末 処 理 場 に つ い て の 情 報 を 整 理 し ま し た 。
本 レ ポ ー ト の 作 成 は 国 土 環 境 株 式 会 社 に 委 託 し て 実 施 し た も の で あ り ま す 。
な お 、 本 レ ポ ー ト に 用 い た 情 報 は 、 一 般 に 公 表 さ れ て い る 学 術 文 献 な ら び に 各 種 統 計 資
料 等 に 記 載 さ れ て い る も の で あ り 、 引 用 等 に 当 た っ て は 各 々 の 出 典 の 利 用 規 程 に 従 い 、 出
典 を 明 記 す る よ う お 願 し 、 致 し ま す 。
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